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　千歳の未来を担う子どもたちが夢や希望を持ち、変化の激しいこれから
の社会を自立して生きていくためには、「確かな学力、豊かな心、健やかな
体」をバランス良く育てることが大切です。特に「確かな学力」については、
全国的に大きな課題となっています。
　子どもたちが「確かな学力」を身に付けるためには、学校における学習
活動はもちろんですが、家庭や地域の連携・協力がとても重要です。
　先月に引き続き学校や家庭、地域での取り組みの一部を紹介します。

子どもたちが ､本に興味を持って
もらえるように活動しています

　私たち学校図書館司書は ､
学校図書の整理や修理の他 ､
学校で児童生徒に読み聞か

学校図書館司書

岡
おか

　直
な お こ

子 さん

せなどを行っています。子どもたちに ､本に興
味を持ってもらうため ､表紙を見せて棚に配置
したり ､１つのテーマに沿って５､６冊の本を紹
介する ｢ブックトーク ｣を行っています ｡
　最近の ｢ブックトーク ｣では ､｢ 国際理解 ｣と
いうテーマで ､ノーベル平和賞を受賞した方の本
や児童労働に関する本を紹介しました。
　少しずつですが ､本の貸出件数や図書室に来て
くれる子どもが増えています ｡
　子どもたちには ､いろいろなことに興味を持っ
てもらい ､その一つが本であってほしいです ｡
　心のどこかで ｢本って良いな ｣と思ってもらえ

ＡＬＴによる授業風景。
市内では ､ ５人のＡＬ
Ｔが英語指導を行って
います ｡

【記事のお問い合わせ】
教育部学校教育課学校教育係
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の取り組み
後編

焦点

　

ハ
イ
パ
ー
Ｑ
Ｕ
検
査
と
は
、
子

ど
も
た
ち
の
意
欲
や
満
足
度
・
学

級
集
団
の
状
況
、
集
団
形
成
に
必

要
な
人
間
関
係
を
営
む
た
め
の
能

力
を
把
握
す
る
検
査
で
す
。

　

検
査
結
果
を
個
々
の
指
導
や
学

級
全
体
の
指
導
に
役
立
て
る
こ
と
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
自
己
有
用
感

(

他
人
や
集
団
の
中
で
、
自
分
の
存

在
を
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
受
け
止

め
る
感
覚)

の
向
上
や
学
級
崩
壊
の

予
防
、
い
じ
め
・
不
登
校
の
未
然
防

止
な
ど
を
図
り
ま
す
。

「
ハ
イ
パ
ー
Ｑ
Ｕ
検
査
」

の
活
用
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子
ど
も
た
ち
の
国
際
感
覚
と
実

践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
育
成
を
図
る
た
め
、
全
て
の

小
中
学
校
で
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
英
語
の

授
業
を
補
佐
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
小
学
校
で
は

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
構
成
か
ら
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
手
掛
け
た
「
英
語

リ
ス
ニ
ン
グ
Ｃ
Ｄ
」
を
作
成
し
、

授
業
の
前
や
昼
休
み
に
放
送
し

て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
英

語
教
諭
に
よ
る
夏
休
み
や
冬
休

み
中
の
「
外
国
語
サ
ポ
ー
ト
授

業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

を
活
用
し
た
外
国
語
サ
ポ
ー
ト
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学
校
と
地
域
の
連
携

家
庭
学
習
や
生
活
習
慣
の

ル
ー
ル
づ
く
り

2

上向
への飛翔未来未来

「すべては子どもたちのために」

ＦＯＣＵＳ

　
「
平
成
26
年
度
全
国
・
学
力
学
習

状
況
調
査
」
の
結
果
か
ら
、
千
歳

の
子
ど
も
た
ち
は
、「
家
庭
学
習
の

時
間
が
短
く
、
起
床
時
刻
が
不
規

則
で
ゲ
ー
ム
や
携
帯
電
話
を
使
用

す
る
時
間
が
長
い
」
傾
向
が
あ
り
、

家
庭
で
の
規
則
正
し
い
生
活
習
慣

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

学
力
の
向
上
に
は
、
学
校
で
の
取

り
組
み
の
他
、
家
庭
に
お
け
る
学
習

習
慣
や
生
活
習
慣
の
形
成
が
必
要
な

た
め
、
各
学
校
で
は
、「
家
庭
学
習

の
手
引
き
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の
実
態
を
踏

ま
え
系
統
的
な
指
導
を
す
る
た
め
、

中
学
校
区
ご
と
に
小
・
中
学
校
の

共
通
し
た
学
習
の
手
引
き
の
作
成

を
進
め
て
い
ま
す
。

｢

読
書
活
動
の
推
進｣

4　

読
書
は
、
言
葉
を
学
び
、
表

現
力
や
創
造
力
を
豊
か
に
し
、

生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く

上
で
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

　

学
校
で
は
、「
朝
読
書
」
の
取

り
組
み
を
通
じ
て
、
読
書
習
慣

の
形
成
と
読
書
指
導
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら
学

校
図
書
館
運
営
の
充
実
を
図
る
た

め
、
司
書
教
諭
を
補
佐
す
る
学
校

図
書
館
司
書
を
配
置
し
、
子
ど
も

た
ち
が
自
主
的
に
読
書
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　11 月 ､12 月の２か月にわたり ､ 子ども
たちの学力向上に向けた取り組みを紹介
してきました ｡ 教育委員会では ､ これか
らも学校や地域などと連携し ､ 学力向上
に取り組んでいきます。

む にびす

貸し出し手続きの様子。
子どもたちから｢楽しい
本を教えて ｣ と聞かれ
ることも多いそうです。

　

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
進
学

す
る
と
き
に
、
子
ど
も
た
ち
は
、

大
き
な
環
境
の
変
化
に
適
応
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応
す
る

に
は
学
校
同
士
が
連
携
を
図
り
、

積
極
的
に
交
流
を
深
め
、
小
学

校
か
ら
中
学
校
へ
の
滑
ら
か
な

接
続
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

中
学
校
区
内
の
小
学
校
と
中

学
校
が
連
携
し
て
、
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
の
開
催
や
中
学
校
教

員
に
よ
る
小
学
校
で
の
出
前
授

業
、
生
徒
指
導
上
の
情
報
交
換

な
ど
を
行
い
、「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」

の
予
防
・
軽
減
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

小
学
校
と
中
学
校
の
連
携
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■地域の方々による、学校評議員や学
　校支援地域本部事業への参加
■授業や運動会、学芸会など各種学校
　行事の地域公開
■学校だよりの配布やホームページに
　よる地域への情報発信
■学校と地域が連携した防災訓練
■町内会が実施する子供会活動、ラジ
　オ体操、通学合宿などの青少年育成
　活動やゴミ拾い、花壇整備などの環
　境整備活動
■千歳っ子見守り隊による ､子どもた
　ちの登下校時の見守り活動。

【学校と地域が連携した主な取り組み】

子どもたちが ､安全に登
下校できるように ､見守
り活動を行っています。

小学校で行われた学芸
会の様子。地域にも一
般公開しています。

6

る読書環境を作ってい
きたいですね。

学

　

学
校
と
地
域
が
、
よ
り
一
層

の
連
携
・
協
力
を
図
る
た
め
、「
学

校
か
ら
地
域
へ
、
地
域
か
ら
学

校
へ
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
相

互
に
活
動
の
場
を
求
め
な
が
ら

理
解
を
深
め
る
な
ど
、「
学
校
と

地
域
の
連
携
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

力


